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および~Capan-2を用い、まず、Matrigel'こてcoating したTranswell double chamber において、 TGF-β1
で前処理した細胞を、 370Cにて48時間培養し、浸潤能へおよぼす影響を検討した。次にTGF-s 1添加に
















2を用い、 Matrigel'こてコーティングしたTranswelldouble chamber において、 TGF-β1を20ng/ml添
加し、 48時間培養した際の浸潤能へおよぼす影響を検討した。さらにTGF-β1添加による、培養上清中





襲および臨床病期との正の相関を認めた。 2)in vitroの検討で、は、 TGF-β1処理にて、両隣癌細胞株に
おいて浸潤能の有意な増強がみられた。またTGF・sl処理により、 SW1990においてはMMP-2および
u-PA産生の、 Capan-2においてはψPA産生の有意な増強が認められた。 3)in vivoの検討で、は、 TGF-
β1処理により、両勝癌細胞株で肝転移の有意な増強が認められた。以上の結果よりTGF-β1は棒癌細胞
のプロテアーゼ特にMMP-2および、u-PAの産生を増強することから浸潤能を促進し、さらにはその肝転
移形成に大きく関与していることが示唆された。
本論文は現在なお難治性である牌癌において、その予後を左右する肝転移機序の解明に寄与するものと
考えられる。従って本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
